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a　red 　iron（111）−XO 　complex 　was 丘aded，　 By　〔he
addition 　of 　hydrogen　pcroxide 　to　this　solutien

，　the
iron（III）−XO 　 complex 　was 　f（）rmed 　 aga 三n ．　 From 　 the
diHference　of 　the　absorbance 　of 　thc 　both 　solutions

，

iron　was 　 determ 血 ed ．　Thc 　 procedure　 is　 as 　 follows：
To 　the 　sample 　 solution 血 atest 　tube ，　 add 　 l．O　m ［ of

2．5M 　 hydrochloric　 acid 　 and 　 5．O　ml 　 of 　 O．2％ XO
s〔〕1utiol1．　D 皿ute 　to　25　ml 　 with 　water ．　After　heat
正br　25　min 　hユ aboilmg 　 water 　bath　and 　cQol 　to　room

temperature ．　 Transfer　 arl 　 aliquo 亡 of 　the 　 solution 　 into
aceU 　 to 　use 　as 　a 　rcference 　solution ．　 To 　the 　 remainder

of 　 the 　solutien 　in　the 　test　tube ，　add 　O，lml 　of 　 30％
hydrogen　 peroxide ，

　 and 　 measure 　 the 　 absorbance 　 of
thi… 1uti・ n 　at　535　nm 　against 　thc ・efe ・en ・・ s・iuti・ n ．
The 　 slope 　 of 　the 　 calibration 　 curves 　 obtained 　 was 　 de．
creased 　in　 the 　presence　 of 　copper 　and 　large　 amounts

of 　nickcl 　and 　zinc ．　 In　this　case ，　thercR ）re
，
　thc 　amount

of 量ron 　 was 　 obtaillcd 　by 出 e　standard 　 addition 　 nlethod ．
Thc 　othcr 　 cations 　d互d　 not 　interfere

，
　 but　titanium 　 in−

tcrfered 　 seriously ．　 The 　precisioll　fbr　the 　dc1ermination
of （0．12 〜 1．2）ppm 　of 　iron　was 　fbund 　to　be （O．6〜8）％
as　the　relative 　error 　and 　（0．7〜 8）％ 　as 　the 　coeMcient
of 　variation ，

　　　　　　　　　　　　（Rece 三ved 　Oct ．26，1978）
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た ．すな わ ち 数種 の 金属一EDTA 錯体 を 選 び，そ の 安定

度走数 ， リ
ー

デ ィ ン グ 液 の pH ， リ
ーデ ィ ン グ 液中 の カ

ウ ン タ
ー

イ オ ン な ど が こ れ ら錯 体 の 泳動 挙動 に 与え る影

響 に つ い て 検 討 した ．又 ， それ らの 相 互分離 の 可能性な

どに つ い て も検討 した，

　そ の 結果 ，
II 価金属 の EDTA 錯体 よ りも IH 価金

属 の EDTA 錯 体 の ほ うが移動度が小 さ い こ と が 示 さ れ

た ．又，EDTA 錯 体 の 泳動挙動 は 中心 金属 と カ ウ ン タ

ーイ オ ン と の 錯 形成 に 大 きく影響 され る が
， こ の 効果 を

利 用 し て 分離能を 高 め る こ とが で きた ，更に ，移 動度と

分 子量 の 関係 も IIB 族元素 の 錯体 に つ き良い 直線 性 が

認め られ た ．

2　装 置及 び 試薬

　装 置 は 島 津 細 管式等速電気泳 動 分析装置 IP −IB 型 を

使 用 し た ・泳 動 管 （PTFE 製）は 内 径 0．5mm
， 長 さ 20

CIII で あ り ・ 泳動 電 流 は 75　pA ， 恒 温 そ うは 20℃ に 設

定 し た ．

　 リー
デ ィ ン グ 液 と タ ーミ ナ ル 液 の 組 成 を Table　 1 に

示 す．

　各種 EDTA 錯体 は 同仁化学研究 所 製 の も の か ら O．Ol
M 水 溶 液 を 調 製 し， マ イ ク 卩 シ リ ン ジ で ， 実験条件 に

応 じ て （1〜 9）pl を 注 入 し た ．

Table 　l　Electrolyte　 s
｝
mstems

Leading　 cleCtrQlyte Termin 飢 ing　 elec 重rely 匚じ

細 管式等 速 電気 泳動 法 に よ る　EDTA

錯体の 泳動挙動

吉田仁志  
， 糠 塚 い そ し ， 蟇目清

一
郎

＊

（1978　年　8　月　　4　日 葦乏王里）

1 緒 言

III

　 HistiCline−HGI （O．OIM ），
　 　 Histidine

1正I　 HiStidinc −H α （0，  IM ），
　 　 HiStidi皿 e （0，01M ）

JII，　 Histidine−Hq （0．OIM ）p

　 　 Histidin ： （O．O】M ）

lV 　　Histidine−HCI （0，0［M ），
　 　 Histidinc （0，07M ）
1V 厂　 Histidine −HC1 （0．OIM ），
　 　 HiStidine （0．07M ）

IV 厂「Hq （0．OIM ），
　 　 Tris †† （ca ・0 ．OIM ）

V 　 HC 且（0．01M ），
　 　 Trls （0．015M ）

VI 　 HGL （0．01M ），
　 　 Tris （0．05M ）

Hisridinc．HCI （0．O ］M ）pH4 ．2
　 　 　 　 　 　 　 　 　 5．0GIUtamic

　 acid ω．OIN匸）

Gl 巳 tamic 　 acid ω．01M ）

6．】　 Glutamic 　 acid （0．0且M ）

6．16

．96

．96

．98

．29

，0

TES ↑ （O．OIM ），
HisIidineGlutumic

　 acid （0』 IM ）

「
IES （0．OiM ），
H 正stidin 巳

Glutamic 　 acid （0．0星M ）

GIUtatnic　 acid （O．0 工M ），
Tris ．　 　 Ba （OH ）2
GIUtamic 　 acid （0．OIM ），
Tris，　 Ba （OH ）2

　細管式等速電 気泳動法 は ，高分解能， 高感度 の 点 と定

量 も 可能 で あ る こ と か ら 近年注 目され ， そ の 利用 も 多

い ． しか し， こ れ まで の 主要 な対象は ア ミ ノ 酸や ペ プ チ

ド な どの 有機物 で あ り ， 無機物 で は ハロ ゲ ン 化物 イ ォ ン

や 単純 な金属 イ オ ソ な ど に 限 られ ， 金 属錯 体 へ の 応用例

は ほ と ん どみ られ な い
1）．

　著者 ら は ， こ の 方法の 金属錯体 の 分離定量 法 と し て の

有用性を 知る こ と を 目的 と し て ， 幾 つ か の 実験を 行 っ

＊
北 海道 大 学 理 学 部 化 学科 ： 北海 道札 幌市 北 区 北 10

　 条 西 8 丁 目

†　N −Tris（hydroxymcthyl ）methyl −2−aminoethanesulfonic 　 acid ；

††　2−Amino −1，3−dihydroxy−2−hydroxy皿 o山 アlpropane

3　実験 結果 と考察

S・1EDTA 鑚体の電 位 こ う配値 に及ぼす pH の影響

　 リ
ーデ ィ ン グ 液 の pH を 変化 さ せ た と きの 各種

EDTA 錯 体 の 泳動挙動を Fig．1 及 び Table 　2 に 示

す．なお ， Fig ，1 で は 縦軸 に は リーデ ィ ン グ ィ オ ン の

電位 こ う配値 と試料 の 電位 こ う配値の 比，PR 値 （pote−

ntial 　gradient 　 ratie 　value ）を と っ た，こ の 値は 両者 の

N 工工
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移動度 の 比 の 逆数 に 相 当する 2），

　 実験 し た II 価 金属 の 錯体 の 中 で は 水 銀 （II）−EDTA

の PR 値が最 も小 さ い が ， こ の 他 の 五1 価 金属錯体 の

PR 値 に は 大 きな差 は な い ．

　 III 価 金 属 の EDTA 錯 体 の PR 値 は II 価金属錯体

に 比 べ 小 さ い ． Table 　 3 に 電解質系 III， 及 び IVi を

用 い た と きの 鉄 （m ）， ビ ス
rt

ス （III＞及 び ラ ン タ ン （III）

の EDTA 錯体 の PR 値を示す ． な お ，こ の 際 グ ル タ

ミ ン 酸 で は そ の 移動度が大 き く， タ
ー

ミ ナ ル ィ オ ン と し

て 用 い る こ とが で きな い の で ， 電解質系 IIIt及 び IV ノ

で は タ
ー

ミ ナ ル イ オ γ と し て 別種 の もの を用 い た ，

　 ア ル カ リ土 類金属 の EDTA 錯体 の よ うに ， そ の 安 定

度定数 が 小 さ い もの で は ， pH の 降下 と と もに イ ソ タ コ

フ ェ ロ グ ラ ム 上 に 錯体に よ る電位 こ う配値 の 外 に ，解離

した EDTA に よ る 電位 こ う配値が み られ た ．又． マ グ

ネ シ ウ ム （II）−EDTA とス ト P ン チ ウ ム （II）−EDTA は

pH 　5 に お い て ，
バ リ ウ ム （II）−EDTA で は pH 　6 に お

い て 試料 の PR 値と　EDTA 　の それ とが ほ ぼ
一

致 し

た ．こ れ らの pH 以下 で は 錯体が ほ ぼ完全 に 解離 し，

晝［
塁

缶
畠

0．

O．

0，

34 　　　5　　　6　　　7　 　　 8

　 pH 　of 　lea〔ling　 electrelyEe

9

F三g．l　PR 　value 　vs．　pH 　curves 　of 　EDTA −complcx
　 　 　 　 of 　IIA 　 elem   ts

　　　　
− ▽ − EDTA ；

− O − Mg （II）
−EDTA ；

一
ロ
ーCa （ll）

−

　 　 　 　 EDTA ；　
一

△
− Sr（II）

−EDTA ；
一●− Ba（H ）−EDTAl

　 　 　 　 E ［  trDlyto 　sysLem ：1，　 II，　 IH，　IV ，　 V ，　 VI 　in　Table 　1；

　 　 　 　 PR 　 valuc − PoIcntial 　gradient　 of 　 leading 　ioH／Po しcnt ［aI

　 　 　 　 gr副 ent 　 of 　samplc 　i・n

ト 3色3

EDTA が ゾーγ を 形 成 し て い る も の と 考 え られ る 3）・

　鉛 （II＞−EDTA で は そ の 安定度定数が大 きい の で 泳動

中 の 解離 は 考 え られ な い が．pH 　5 以下 で 錯体 の PR 値

が EDTA の 値 と ほ ぼ一致 した （Table 　2）．

Tab 工e　2　PR 　values 　 of 　 M （II）−EDTA 　complexes

E ［eCtr ・ lyte　 system

pHMn

（11）−EDTA
Co （II）

−EDTA
Ni （II）

−EDTA
Cu （II）

−EDTA
Zn（II）

−EDTA
Cd （II）

−EDTA
Hg （［1）−EDTA
Pb （1〔）

−EDTA
EDTA

I　　　 II　　 III　　 IV 　　IV
”

　　V 　　　VI

4．2　 5．0　 6．1　 6．9　 6 ．9　 8．2　 9．0

0 ．40　0．峯5　0．46　0．45　0．47 　0．47　0．48
0 ，41　　0．44 　   ．47　 0．43 　0．49　　0．49　　0．51
0 、4：S　 O ，46 　　0．45 　 0．40　　0．49　　0．49　　0．50
0，13　 0 ，46 　　0，45　 0．40　　0．51　　0．49　　D，50
0 ．t3　 0．48　 0．塾δ　 0，42　 0，49　　0．49　　0．51
0 ，斗2　0．43　 0．−t2　 0．39　 0．を7　 0．47　0．45
0 ．33 　 0．35 　 0．32 　 0．37 　 0，40 　 0．40　0．42
0 ，45　 0．斗7　 0 ．48　 0．49　 0．49　 0．49　 0．5足

0 ．12　 0．斗7　0 ．53　 0．61　 0．62　 0．64　 0．67

Tab 星e　3　PR 　 values 　 of 　M （III）−EDTA 　complexes

E 】cctrottc 　sン〜匸enl

pHB

｛（IH ）
−EDTA

Fe （IH）−EDTA
La （111）−EDTA

III／

6，t0

．200
．230
．22

IV ’

6．90

．240
．270
，2 麈

　 3・2　カ ウ ン ターイ オ ン との 錯形成の 影響

　 EDTA 錯 体 の 中心 金属が リーデ ィ ソ グ 液中 の カ ウ ン

タ
ーイ オ ン と錯形成能を持つ ときは，EDTA 錯体 の 移

動度 が 小 さ くな る と考え られ る．Table 　2 に は
，
　 pH 　6．9

で カ ウ ン タ
ーイ オ ン と し て ヒ ス チ ジ ン を 用 い た とぎ （電

解 質系 IV ） の PR 値 と Tris を用 い た と き （電解質系

IV ”

〉 の PR 値 の 両方 を 比較 の た め に 載 せ た．鉛 （II）
の 錯体 を 除 く他 の 錯 体 で は ヒ ス チ ジ ン を 用 い た 際 の PR

値 が か な り減 少 して い る．更 に， ヒ ス チ ジ ン と の 相互 作

用 が 大 き い もの ほ ど PR 値 が 減少する傾向があ り，
ヒ

ス チ ジ ン と EDTA 錯体 の 中心金属 との 相互作用 の 影響

が 明 自 に 示 され て い る．又 ， こ の こ とは Tris を用 い た

条 件 で は それぞれ の 錯体 の PR 値は 非常に 接近 し て い

る が ，
ヒ ス チ ジ ン を 用 い る こ とで 各錯体 の PR 値 の 差

を 拡大 し うる こ とを 示す もの で あ る．

　 3。3　EDTA 錯体の 相互分離

　III 価金 属 の EDTA 錯体 と II 価金属 の EDTA 錯

体 の 分離 は 容易 で ある． しか し な が ら，
II 価 金属 の

EDTA 錯体 の 移動度 は 柑互 に 接 近 して お り ， それ らの

相互分離は 困難で あ る．こ の よ うな場合 に は，上述 した

よ うに カ ウ ン タ
ー

イ オ ソ と の 相 互作用 を 積極的 に 利 用

する こ とで 移動度を 調節する こ と に よ り， 分離 能を 高

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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め る こ と が で き る，例 え ば Table　 2 に 示す よ うに ，カ

ウ ン タ
ー

イ オ ン と して Tris を 用 い た 条件 （電解質系

IV ”

）， すな わ ち， カ ウ ン タ
ー

イ オ ン と 鈷体 の 中心金属

と の 相 互 作用 が 無視 で きる 場合 に は カ ド ミ ウ ム （II） と

鉛 （II＞の EDTA 錯体 の PR 値 は 非常 に 接 近 して お

り ， それ ら の 分離は 困難 で あ る．しか し ， カ ウ ソ タ
ー

イ

オ ン として ヒ ス チ ジ ン （電 解質系 IV 及 び IV ノ

）を 用 い

る こ とに よ り両者 の PR 値 が 拡大 さ れ ， 分離が 可 能 と

な る． こ の 際 ，
ヒ ス チ ジ ソ の 等 電点 が 7．59 で あ る た

め
， リーデ ィ γ グ 液 の pH が こ の 付近 以上 で は ヒ ス チ

ジ ン を カ ウ ン タ
ー

イ オ ン と して 用 い る こ とが で きな い 。

又 ， リ
ーデ ィ ソ グ液の pH が 低 くな る と EDTA 錯体

への 効果 が 低下 し ， pH 　7 付 近 が 最 も ヒ ス チ ジ ン の 効果

が 現 れ る。

　こ の よ う に し て ラ ン タ ン （III），カ ド ミ ウ ム （II〕 及 び

鉛（II） の EDTA 錯体 の 3 成分系を分離 し た例 を Fig ・

2 に 示 す．なお ，
O．1％ Triton　X −100 の リ

ー
デ ィ ン グ

液 へ の 添加 が分解能 の 向上 に 有効で あ っ た ．

娼
浬

窯
』

賦

冩
＝⊆
30
亀

　 　 　 5　　　　 　 工0　 　　　　 15

　 　 　 　 　 Ti皿 e，　 mi 皿

Fig．2　 1sotachophcrogram　of 　 EDTA 　complexes

　 　 　 　 （a ）TESI 　 （b）La （III）
−EDTA ；　 （の Gd （II）

−EDTA ；

　 　 　 　 （d） Pb （1正）
−EDTA ； （e ）Impuri 匸y； （f） 〔】1−； （g） PG ；

　 　 　 　 （h＞ Differe匸itial 　 PG ； Elcc亡ro け匡e　 system ：IVY　（0，里％
　 　 　 　 丁 riton 　 X −10D　 was 　 added 　 to　 lcading　 clcctrolyte ） in

　 　 　 　 T “b［el ； Samples− 1．a （HI ）
．EDTA （0．OIM ）：Cd（【1）−

　 　 　 　 ZDTA （O．OIM ） ： Pb （II）−ED
「
1
’
A （D．01M ）

− t ： 1 ： 1，6 ひ1

　 3・ 4EDTA 錯体 の 分子 1 と移動度 の 関係

　 Tablc　 1 の 電解質系 VI を 用 い た 際 に お け る錯 体 の

分 子暈 の 平 方根 の 逆数 と PR 値 の 関係を Fig ．3 に 示

す，移動度が 分子 量 の 平方根に 逆比例する こ と は よ く知

られ て い る が 4）
，

PR 値を 移動度の 指標 とす る こ と に よ

り，

一部を除き良 い 直線関 係が得 られ た ．

0．52

0．50

0 　0．48
帚

Pt
ρrO ．46

O．44

0，42

　 　 　 O．044　　　0．046　　　0．048　　　0，050　　　0．052　　　0，054

　　　 　　 　　 　 （m 。1ecular　 wei 呂ht）層：！：

Fig．3　 Relation 　betwcen 　PR 　 value 　 and 　 molecular

　　　　weight

　 　 　 　 （a ） Pb（11）−EDTA ；　 （b） Cu （II）−EDTA ；　（c ）Zn （lI）−

　 　 　 　EDTA ；　（d）CQ （II）
−EDTA ；　 （c ）Ni （n ）−EDTA ；　（f）

　 　 　 　Mn （II）−EDTA ；　 （g） Cd （11）−EDTA ；　 （h）Hg （II）−

　 　 　 　EDTA ； Electrotyte　sVstem ：VI 　in　Tablc 　1； Samplos ：

　 　 　 　 0・OI臥｛　aq ・sDlu こion，3pl

　 マ ン ガ ン （II）と 鉛 （H ＞ の 錯体 は 直線か ら外 れ て い る ・

特に 鉛 （II） の 錯体で は，検討 した II 価金属錯体 の 中で

分子量 が 最も大 きい に もか か わ らず ， 最も大 きな移動度

を持 つ とい う， 極 め て 特微的 な挙動 が み られた が
，

こ の

原 因 に つ い て は 検 討 中で あ る．
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　Behavior 　of 　some 　EDTA 　complexes 　on 　capillary

tube 　isotachopheresis。　 Hitoshi　 YosHIDA
，
　 Isoshi
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NuKATsuKA 　and 　Seiichiro　 HIKIME　（Department 　 of

Ghemi ヨtry．　 Fa 〔：ulty 〔｝f　Science，　 Hukkaido しniversity ，
Nlsh ｛ 8

，　 Kita　 10，　 Kira −ku
，
　 Sappor  

一shi ，　 Hokkaido）
　 Thc 　 results 　 of 　the 　 appli ｛

・
atioll 　of 　capi ］lary　 tube 　iso−

ta（：hophore ：is　 techlljque 　to　somc 　ED
「
11A　compl 〔

・
xes

arc 　 shown ．　 The　 stability 　 constal1 吐 alld 　the 　 kind　 or

counter 　ion　af1セct　lo　rhe 　PR 　vahles （Potcnlial　g1
・
alkdi 〔

・nt
or 　the 　leacling　ion！Pc，tential　gradient　uf 　重hc　samplc

ion）・　Diflヒ｝rent 　k三nds 　 of 　clectrelyte 　 system 　 wcrc 　 used

dcpending 　oll　the 　pH 　valucs 　of 　the　clectrolyte ．　Ab ‘）ut

（1〜9）pl   f   ．OI　M 　EDTA 　complex 　solution 　 was 　 in−
troduced 　into 出 e 　instrument ．　The 　 migration 　 curre ］lt

was 　stabilized 　 at 乃 pA ．　The 　results 　obtaillcd 　indicatc
that　the 　PR 　va 正ues 　are 　mahlly 　govcrned 　by　the 　valen しy
or 〔he　 cations ．　PR 　 values 　 of 　 the 　 EDTA 　 complcxcs

of 　lIA 　elements ，　which 　llave　relatively 』mall 　stabiUty

constants ，　 approached 　 to　 1hat （，f　Ihe 　free　 EDTA 　 whcn

the 　pH 　 of 　the 　lead加 g　 cle （：trolyte 　 was 　 lり wered ．　 This
fact　 1皿 ight　 be　due 　to　the　gradual 　dissociadoll　 c，f　the
complexes ．　When 　吐he　counter 　 ion　in　the 　leading
ele 〔：trolyte 　 had　the 　 complexing 　 ab 三lity　 with エ

ー
elln

’
al

皿 etal 　 of 　EDTA 　complexes ，　the 　PR 　 values 　 of 　thc 　 com −

plexes　 decreased ．　 The　di∬erence 　血 　the 　PR 　values

of 　each 　 EDTA 　 comp 正exes 　is　 increased　 by　 this　 effcct ，
thereby 　thc 　separati （，n 　ability 　of 　this 　method 　is　enhanced ．
Thu3

，
　 the 　 separation 　 of 　bivalent　 and しrivalen ［ metal

EDTA 　comp ］exes 　were 　easily 　pcrfbrmed 　by　this　method ．
The 　lillear　relation 　be僻 ce 【1　square 　rooL 〔，f　II1｛，lecular
weights 　 and 　 PR 　values 　 was 　 c｝btとし洫 ed 　 fl）r　EDTA 　 com −

plexes ⊂適f　HB 　 cleInents ．

　　　　　　　　　　　　 （Received 　Aug ．4
，
1978）
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　 〔】apiIlary 　tube 　i9．　otachc ，ph 了〕rcs 五s

　 COUllter　ion

　EDTA 　 complex

　Separati⊂，n

1
，
3一ジ フ ェ ニ ル グ ア ニ ジ ニ ウ 厶 存在下

2・プ ロ モ ・4 ，5・ジ ヒ ドロ キ シ ア ゾ ベ ン ゼ

ン・4
’一ス ル ホ ン 酸 ナ ト リ ウ ム に よ る ガ

リウ 厶 （III）の 溶媒抽 出・吸光 光 度定 量

若 松 　義 信
＊

（1978 年 9 月 28 目 受 理 ）

1 緒 ．
口

　著者 ら は 分析 の 感度上昇と選択性 の 向上 の 目的で 第 4

級 ア ン モ ニ ウ ム 塩 の 存在
一
ド 2ヴ 卩 モ ー4，5一ジ ヒ ド ロ キ シ

ア ゾベ ン ゼ ン ー4ノース ル ホ ン 酸 ナ ト リ ウ ム （BDAS ） を用

い て ， 微 量 の 金属 の 吸 光光度定量法 に つ い て 検 討 し て き

た
1）
− 4）．BDAS は 各種 の 金属 イ オ ン と 反応 し て赤色 の

水溶性錯体を生成 す る・これ らの 錯体 は 金属一
チ ロ ン

5）あ

る い は ア リ ザ リ ン レ
ッ ド S 錯体 e） な ど と 同様 に 1，3一ジ

フ ェニ ル グ ア ニ ジ ニ ウ ム （DPG ）イ オ ソ の 存在 で
， 水 に

難溶性 の 会合錯体 を 生 成 して ア ル コ ール 系 の 有機溶媒に

抽出 され る・今回 ， ガ リ ウ ム （III）
−BDAS −DPG 会合錯

体が 1一ブ タ ノ ール に 抽 出 さ れ ， ガ リ ウ ム （III） の 吸光

光 度定量 に 応用 で き る こ とを認め た．又，抽 出種 の 組成

に つ い て も調 べ た の で 報告す る ． ガ リ ウ ム （III）−BDAS

二 元 錯体 の ｛生質に つ い て は Basargin ら
7）に よ っ て 検討

され て い る が，そ の 抽出， 及 び ，そ れ を 利 用 し た ガ リ ウ

ム の 定量法 に つ い て は報告が見当 た らな い ．

2 試薬及 び 装 置

　2・1　試　薬

　 ガ リ ウ ム （III） 標準液 は 特 級 酸 化 ガ リ ウ ム を 塩 酸 に 溶

か し ・ ガ リ ウ ム （III）に つ い て 約 0．01M 溶 液 と し た 後

キ レ ート滴 定 法 S） に よ っ て 標 定 し た．

　BDAS 溶 液 は 既 報
1）と 同様 の も の を 調 製 し た．

　DPG 溶 液 は 特級 1
，
3一ジ フ ＝ニ ル グ ア ニジ ン を 塩 酸 に

溶 か し て 調 製 し た ．

　2。2　装　置

　吸 光度 の 測 定 に は 日 立 124 型 分光光度 計 ，吸 収 セ ル は

光 路 長 10mm の 石 英 セ ル を 使 用 し た．水 相 の pH の 測

定 に は 東 亜 電 波 HM −5A 型 ガ ラ ス 電 極 pH 計 を 用 い

た ．又 ，抽 出 の た め の 振 り混ぜ は イ ワ キ 製 V −D 型 振 り
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